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浮魚礁モニタリング調査

2023 年浮魚礁効果調査
漁業資源課 宮澤 英将

１ 目的
本県沿岸海域に設置した表層型浮魚礁「土佐黒潮牧場」（以下「黒牧」）15 基について今

後の整備計画に資するため、漁獲金額、利用回数を調査した。

２ 調査方法
（１）浮魚礁ごとの漁獲金額

調査期間は 2023 年 1 月～12 月とし、表 1 の資料、情報をもとに浮魚礁ごとの漁獲金額を算

出した。最初に標本船日誌及び漁獲成績報告書から、漁船１隻当たりの漁獲金額を浮魚礁ごと

に算出した。次に、標本船日誌に記載された他の操業船の隻数に、水産試験場調査船での調査

結果や漁業者からの聞き取り情報を加味し、浮魚礁を利用した漁船の隻数を推計した。このよ

うにして求めた浮魚礁別の 1 日 1 隻当たり漁獲金額及び操業隻数から、各浮魚礁における年間

漁獲金額を算出した。

なお、標本船が 1 日に複数の浮魚礁を利用していた場合は、漁獲記録のあった浮魚礁の数で

その日の漁獲量を分割してそれぞれの浮魚礁の漁獲量とした。昨年度までこのようなケースで

は、漁獲が最も多いと推定した黒牧の漁獲量を代表値としていたが、同一の漁船が同じ日に複

数の黒牧で操業することが多いという実態を考慮し、利用実態が推計結果に反映されるよう集

計手順の一部を見直した。また、高知県沖以外にある浮魚礁や浮魚礁が特定できない漁獲デー

タは解析から除外した。

（２）操業回数当たりの漁獲量

竿釣船（佐賀グループ）の標本船日誌をもとに、各黒牧における操業 1 回当たりの漁獲量を

算出した。結果は春期と秋期に分け、利用の多かった黒牧のみを示した。

表 1 調査に用いた操業情報一覧

３ 結果
（１）浮魚礁ごとの漁獲金額

１）黒牧における漁獲金額

2023 年の黒牧別の漁獲金額は 8 号の 306 百万円が最も高く、全体の漁獲金額の 21.9％を占

めた。次いで 13 号の 210 百万円（15.1％）、18 号の 195 百万円（13.9％）、6 号の 149 百万

円（10.6％）で、これ以外の黒牧では漁獲金額の割合が 10％未満となった（図 1）。

黒牧各基における 2023 年の漁獲金額と前年までの稼働期間（設置されてから 2022 年まで）

の平均漁獲金額を比べると、県西部では 21 号と 11 号、13 号および 18 号が上回り、9 号は下

回った。県中部では全て（6 号と 8 号、20 号、12 号および 14 号）が上回った。県東部では 17

号、16 号、19 号が上回り、10 号と 15 号は下回った。

漁業種類別では、竿釣船による漁獲が 1,241 百万円（構成比 88.8％）で、曳縄船等による

漁獲が 156 百万円（構成比 11.2％）であった（表 2）。

地　区 漁　船 隻数

甲浦 ７トン級一本釣船 1

土佐清水 曳縄船 1

佐賀（佐賀グループと称する。

一部に地区外所属船を含む）

19トン型竿釣船

（一部に19トン未満船を含む）
12

２．標本船日誌
（土佐黒潮牧場管理委員会

の浮魚礁別漁獲効果標本船）

佐賀・土佐清水・宿毛 曳縄船 3

３．月別浮魚礁別漁獲成績報告書 池ノ浦・久礼・宇佐 曳縄船・竿釣船

１．標本船日誌

（水産試験場依頼）



浮魚礁モニタリング調査（2023 年浮魚礁効果調査）

- 71 -

黒牧の年間漁獲金額の推移を図 2 及び表 3 に示した。2023 年の 1 基当たりの漁獲金額（表 3）

は 93 百万円で、過去 10 年（2012 年以降）で最も高い水準であった。

図１ 2023 年の黒牧別漁獲金額

（横実線は各黒牧における平均漁獲金額、点線は全体の平均漁獲金額）

表２ 2023 年の漁業種類別・黒牧別推定漁獲金額

図２ 黒牧稼働基数と年間漁獲金額の推移
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黒牧別年平均漁獲金額(～2022)

西部 中央部 東部

（単位：百万円）

  登録隻数（隻） 西部地区 中部地区 東部地区

漁業種類 利用登録漁船 （2023.9.30現在） 大月 沖ノ 足摺 同左 同左 同左 興津 窪川 高知 安芸 中芸 室戸 同左 芸東 甲浦 計

の船型 県内 県外 合計 沖 島沖 岬沖 沖 沖 沖 沖 沖 岬沖 沖 沖

21号 11号 13号 18号 9号 6号 8号 20号 12号 14号 17号 10号 16号 15号 19号

佐賀19トン

型グループ 19トン型 10 2 12 5 6 51 35 1 9 1 29 0 3 43 5 0 0 0 188

竿釣船

5トン未満 6 6 12

その他の 5～10トン未満 10 5 15 61 56 141 124 7 133 302 8 47 10 93 1 37 0 33 1053

竿釣船 10～20トン未満 24 5 29

20トン以上 2 0 2

小計 42 16 58

竿釣船 計 52 18 70 66 62 192 159 8 142 303 37 47 13 136 6 37 0 33 1241

曳縄船等 5トン未満 466 51 517

(流し釣 5トン以上 179 31 210 33 21 18 36 1 7 3 4 2 0 1 2 3 0 25 156
を含む） 割合 645 82 727 21% 13% 12% 23% 1% 4% 2% 3% 1% 0% 1% 1% 2% 0% 16%
合　　計 697 100 797 99 83 210 195 9 149 306 41 49 13 137 8 40 0 58 1397
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表3 黒牧ブイの設置状況と漁獲金額の推移
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（２）操業回数当たりの漁獲量

各浮魚礁における集魚状況や釣れ具合の指標として、19 トン型竿釣船の浮魚礁操業時にお

ける CPUE（1 日 1 隻（以下「1 回」）当たりの漁獲量）を算出したところ、2023 年の年間の

CPUE は 1.6t/回で前年の 1.4t/回を上回った。

また、よく利用されている浮魚礁における春期（日誌記録において 3 月～6 月のうちで漁獲

の多かった 3 ヶ月の合計）及び秋期（日誌記録において 8 月～11 月のうちで漁獲の多かった 3

ヶ月の合計）の CPUE（図 3）をみると、春期は前年の 51.7％と低く、秋季は前年の 155.0％と

高かった。黒牧別では、春季には西部の黒牧 21 号が 4.6 トン/回（13.9 トン/3 回）と最も高

く、次いで東部の黒牧 10 号の 3.5 トン/回（14.0 トン/4 回）、黒牧 17 号の 2.8 トン（126.6

トン/45 回）であった。秋季には黒牧 13 号の 1.17 トン/回（82.1 トン/70 回）が最も高く、

ついで黒牧 18 号の 0.88 トン/回（3.5 トン/4 回）、黒牧 11 号の 0.79 トン/回（5.5 トン/7 回）

と西部にある黒牧ブイで漁況が好調だった。操業回数は、昨年の 328％（174 回/53 回）と大

きく増加した。また、秋期の操業回数は前年に比べて 64％（86 回/134 回）と減少したが、漁

獲量は同程度（92t/92t）であり、CPUE が 1.1t/回（前年比 155%）と高くなった。

図３ 竿釣船の浮魚礁操業におけるCPUE

４ 考察
2023 年の浮魚礁 1 基当たりの漁獲金額の推定値は、15 基体制となった 2011 年以降で最も高

い値となった前年（2022 年）の結果をさらに上回った。浮魚礁別では経年的に好調が継続し

ている西部の 13 号と 18 号に加えて、中部の 8 号での漁獲が好調であった。その一方、西部の

9 号や中部の 14 号、東部の 10 号と 15 号は漁獲が不調であった。竿釣船、曳縄船等とも水揚

げの好調な黒牧において漁獲が集中する傾向があるが、これらの黒牧では夏以降、カツオの竿

釣や曳縄に加えてキハダを狙った流し釣りも多く行われており、本県の中西部沖を中心にカツ

オやキハダの来遊に好条件となった海域に位置する浮魚礁が好漁場となったものと考えられた。
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